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アナタがバスケットボールを1球買うと、 
ハンディキャップを持つ子どもたちに1球が贈られる！ 

 
バスケットボールを通じた社会貢献プラットホーム 

HAND 2 HAND by TACHIKARAプロジェクト始動！ 
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HAND 2 HAND by TACHIKARA 
ハンドトゥハンド バイ タチカラとは 

HAND 2 HAND とは、子どもたちにボールを届けるプロジェクトです。  
 
あなたが1球ボールを購入すると、もう1球のボールが社会的ハンディーキャップを負った子どもに
プレゼントされます。  
 
親を亡くしたり、虐待や育児放棄により児童養護施設で暮らす子ども、心身の障がいを抱え支援施設
で過ごす子どもやその兄弟姉妹、地震や風水害により被災した子ども、日本では想像のつかないよう
な貧困の中にいるタイの子どもなどが対象となります。あなたの贈る1球は子どもに、スポーツに夢
中になり楽しむ情熱と、夢や希望や目標を与えます。その実現へと努力することの大切さを知り、身
体が作られ、仲間や社会とつながりができ、ルールやチームワークの大切さを学ぶことで社会性を身
につけます。 タイでは貧困に苦しむ子供の麻薬や犯罪への防止につながります。1球のボールが、子
どもの心身の成長と社会的な自立支援へとつながります。 
 
ボールが1人の子どもに与える無限の可能性、あなたの手から子どもの手に、あなたの思いと無限の
可能性がたくさん詰まったボールを子どもたちとシェアしましょう！ 

©	TACHIKARA	All	rights	reserved.	



“The Power of Sports”  
 
夢や希望や目標をわたしたちに与える力  
夢中になれる情熱をわたしたちに与える力  
身体づくりを通じてわたしたちを健康にする力  
目標に向かって努力することや考えることの大切さを教え、わたした
ちを自己成長させる力  
ルールやフェアプレー精神、チームワークなどを教え、わたしたちに
社会性を身に付けさせる力  
自分自身の弱さと戦う勇気をわたしたちに与える力  
美しくカッコよく、わたしたちを輝かせる力 感動を与え、わたした
ちの心を動かす力  
国境を越え、人種を超え、民族や宗教をも超えわたしたちを変える力 
タチカラは、スポーツがそんな力を持っていると信じています。 
 
国境を越え、人種を超え、民族や宗教をも超えたグローバルスポーツ
ブランド、タチカラ。  
グローバルスポーツブランドの担うべき使命として、タチカラは次の
100年、スポーツの力で地球につながりを築き、希望と平和をもたら
すことに邁進します。 
 
1915年の創業以来100年に渡り、タチカラはシームレスボール（縫
い目のないボール）や最先端のプリント技術など、常に最先端のボー
ル製造技術で、世界の球技の普及に広く貢献してきました。  
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The Power of Sports  
次の100年へ志を新たに 

100年ブランド、タチカラ。その名の由来は天手力雄神（アメノタヂ
カラノオ）、日本の神話の神様にあります。天照大御神が隠れたこと
で世界が真っ暗になった天の岩戸を腕力でこじ開け、三重から長野戸
隠まで投げ飛ばして世界に光を取り戻したという「力の神」であり
「スポーツの神」です。そして100年を経てタチカラは、手力に「つ
なぐ手の力」という意味を加えました。  
 
“The Power of Sports”  
次の100年へ。タチカラは志を新たに動き始めています。 
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HAND 2 HAND始動の背景①  
バスケットボールが社会をつなぐ力 

バスケットボールには”ピックアップゲーム”という言葉があります。とある街中でのプレイ中
に見知らぬ相手が現れれば、「一緒にプレイしよう！」と分け隔てなく誘う、それがピック
アップゲームです。ピックアップゲームに象徴されるバスケットボールの精神には人種や宗教
や国境を越えて人をつなぐ草の根の力があります。 

HAND 2 HAND始動の背景②  
社会とのつながりを求める児童施設 

ランドセルが寄付された「伊達直人現象」以降、児童養護施設自体には物の寄付が行き渡るよ
うになりました。しかし、児童個人による希望競技用具の保有については国から施設に与えら
れた予算の割り振りに依存しているのが現状です。また、親が働き稼ぐ姿を見ることができず
に育つ児童は施設を巣立ったあとの就労意識に課題を抱えがちです。そのため就労体験の機会
を提供できる企業とのつながりを求めています。心身障害支援施設など、他の施設も同様に地
域社会とのつながりを大切にしています。 
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HAND 2 HANDの特色①  
アスリートによる継続訪問 

児童施設のご希望に応じて現役アスリートやバスケットボール・フリースタイラーなど、プ
ロ・アマの選手が施設を訪問して楽しいイベントやバスケットボールクリニックなどを継続的
に開催する仕組みを構築します。これによりバスケットボール界と子どもたちのつながりが継
続的かつ強固なものとなります。一方で、選手にとって社会とのつながりを持つことがセカン
ドキャリアの一助となることも目指しています。 

HAND 2 HANDの特色②  
バスケットボールが未来を創る力 

バスケットボールは、子どもたちにスポーツに夢中になり楽しむ情熱と、夢や希望や目標を与
えます。その実現、達成へと努力することの大切さを知り、その過程で身体が作られ、仲間や
社会とつながりができ、ルールやチームワークの大切さを学ぶことで社会性を身につけます。
貧困国では子どもの麻薬や犯罪への防止につながります。1球のボールが子どもの心身の成長
と社会的な自立支援へとつながります。 
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今後の展開について  
Bリーグチームとのコラボレーションやゴールの設置 

今後の企画として、Bリーグチームとコラボレーションの準備が進められています。またボー
ル以外のバスケットボール製品への展開も企画しています。子どもが一番練習したいのが
シュートです。マイボールの次には、子どもたちがいつでもどこでもシュートを楽しめるよう
に、どこにでも設置しやすいようなゴールを企画します。リングネットを抜けるボールの音の
心地さを子どもたちに届けられる日を楽しみにしています。 
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HAND 2 HANDの支援パターン① 
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HAND 2 HANDの支援パターン② 



©	TACHIKARA	All	rights	reserved.	 9	

HAND 2 HANDの支援パターン③ 
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10/3~12/3 プロジェクト第一弾として 
日本経済新聞社が運営するチケット購入型クラウドファウンディング

サイト「未来ショッピング」にて300球の支援を募集開始 
今回プロジェクト第一弾として、日本経済新聞社が運営するチケット購入型クラウドファウン
ディングサイト「未来ショッピング」 （https://shopping.nikkei.co.jp/projects/
tachikarah2h）にて300球の支援を募集開始しました。 
 
支援者が「未来ショッピング」で限定の革新的製法イノベーションにより天然皮革に迷彩柄デ
ザインを実現した限定プレミアムバスケットボ―ルを購入すると、蛍光カラーが色鮮やかなバ
スケットボールが1球、社会的に困難な状況にある子どもにプレゼントされます。 

【未来ショッピング詳細】 
 
 ・募集期間：10月3日（水）～12月3日（月）  
 
・URL: https://shopping.nikkei.co.jp/projects/
tachikarah2h  
 
・基本の支援コースは次の２種： 
　(1)標準チケット：21,000円（税込）  
　(2)ハーバード・ビジネス・スクール竹内弘高教授講演
付きチケット：26,000円（税込） 
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パスを未来へ！バスケットボール１球購入で社会的困難
にある子供にもう1球を寄贈＋ハーバード竹内教授講演 

あなたの手から子供の手へ！ 
 
バスケットボール（革新的製法イノベーションにより実現した天然皮革迷彩柄の限定品）を1
球購入すると、もう1球が社会的困難にある子供にプレゼントされます。虐待や育児放棄によ
り、また親を失い児童養護施設で暮らす子供、心身の障がいにより支援施設で過ごす子供、地
震や風水害により被災した子供、貧困の中にある国内外の子供等が対象です。 
 
また、本企画の支援者様のうち限定30名にハーバードビジネススクール竹内弘高教授の「世
界を良くするリーダー」ハーバード流特別講演にご参加いただけます。 
 
 
 
【本件に関する報道関係者からのお問合せ先】  
タチカラホールディングス株式会社 HAND2HAND担当：島田  
電話：03-5615-8905  
メールアドレス：h2h@tachikara.jp  
FAX：03-5615-8906 


